
※令和４年度以降入学生用

芸術 (学)ペン習字A 単位数 年次 1～4年次

１　担当者からのメッセージ（学習方法等）

２　学習の到達目標

３　評価の観点及びその趣旨

観
点

学校番号

a:知識・技能

1単位

b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度

令和５年度　芸術科

T3009

副教材等

使用教科書

教科 科目

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内容に応じて、そ
れぞれの観点を適切に配分し、評価します。

休まずに毎時間出席してください。
課題には真剣に取り組んでください。
用具の取り扱いには、十分注意してください。
書の楽しさや美しさを体験し、学習を通して書くことを好きになってもらえると嬉しいです。

(1)さまざまな種類の用具の使い方を理解し、読みやすく美しい字を書く技能を身につける。
(2)さまざまな用具のもつ特徴・それらの違いを理解し、その特性を利用した豊かな表現ができるようにする。
(3)生涯にわたり習字を愛好する心情を育むとともに、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

観
点
の
趣
旨

生涯にわたり習字を愛好する心情を
育むとともに、心豊かな生活や社会
を創造していこうとしている。

さまざまな用具のもつ特徴・それらの
違いを理解し、その特性を利用した
豊かな表現ができる。

さまざまな種類の用具の使い方を
理解し、読みやすく美しい字を書く
技能を身につけている。



※令和４年度以降入学生用

４　学習の活動

知(a) 思(b) 主(c)

提出ノート 提出ノート

ワークシート

観察

ワークシート

振り返りシート 振り返りシート

観察

ワークシート ワークシート

振り返りシート

提出ノート

ワークシート ワークシート

ワークシート

振り返りシート 振り返りシート

観察

ワークシート ワークシート

成果物

発表 発表

振り返りシート 振り返りシート

前
期

単
元
名

学
期

評価方法

単元（題材）の評価基準学習内容

a:上手にペンを使って、なめらかな線を
書くことができる。
c:与えられた課題を途中で投げ出さ
ず、直線や曲線、とめ・はね・はらい等
書道の基礎となる技能が上達するよう
集中して取り組んでいる。

○正しい姿勢とペンの持ち方
○直線と曲線
○とめ、はね、はらい

運
筆
・
用
筆

毛
筆

○毛筆の特徴
○毛筆の書き方
○毛筆で字を書こう

a:毛筆の特徴を理解するとともに、その
特徴を活かした字を書くことができる。
b:学習した表現方法から、試行錯誤の
中で自分の作品に合ったものがどれか
を考察し、意図に基づいた表現をする
ことができている。

単
語
・
短
文

○自分の名前を書こう
○単語・短文を書こう

b:手本と自分の字を比較し、どのように
書けばより美しい字になるか考えてい
る。
c:自分の字のクセに気づき、そのクセを
直そうと努力している。

※　表中の観点について　a:知識・技能　b:思考・判断・表現　c:主体的に学習に取り組む態度

作
品
づ
く
り

○自分の好きな俳句や短歌・
詩などから、作品をつくろう

a:漢字と仮名の字形や字の大きさなど
を工夫し、調和のとれた作品に仕上
がっている。
b:詩等の内容から用具や表現方法につ
いて吟味し、意図に基づいた表現がで
きている。
c:妥協せずに作品と向き合い、最後ま
でより良いものをつくろうと努力してい
る。

後
期

用
具
の
使
い
分
け

○年賀状を出そう b:自分の意図をもち、その意図に応じた
用具や表現方法について考察しながら
作品作りに取り組んでいる。
c:与えられた課題を途中で投げ出さ
ず、試行錯誤しながら最後まであきら
めずに取り組んでいる。

筆
ペ
ン

○筆ペンの特徴
○毛筆との違い
○筆ペンで字を書こう

a:筆ペンの特徴や毛筆との違いについ
て理解した上で、筆ペンを使うことがで
きる。
b:用具に応じた表現をすることができて
いる。


